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―
特
集
―

藩
と
家
臣
の
安
泰
に
尽
く
し
た

伊
達
安
芸
宗
重

　

短
刀
で
切
り
か
か
ろ
う
と

す
る
者
に
、
扇
子
１
本
で
あ

ら
が
う
人
物
。
涌
谷
伊
達
家

四
代
の
館
主
・
伊
達
安
芸
宗

重
で
す
。
原
田
甲か

斐い

宗む
ね

輔す
け

の

凶
刃
に
あ
い
、
非ひ

業ご
う

の
最
期

を
遂
げ
て
し
ま
う
光
景
を
描

い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
件
は
、
仙
台
藩
を

危
機
か
ら
救
っ
た
「
伊
達
騒

動
」（
寛
文
事
件
）と
呼
ば
れ
、

「
伽め

い
ぼ
く羅

先せ
ん
だ
い代

萩は
ぎ

」
と
い
う
名

で
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
題
材

に
も
な
り
、
現
代
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

伊
達
安
芸
宗
重
が
、
幼
君

と
仙
台
藩
の
将
来
を
憂
い
、

自
身
の
一
命
を
投
げ
う
っ
て

藩
の
安
泰
を
成
し
遂
げ
た
出

来
事
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
、
そ
の
伊
達

安
芸
宗
重
が
亡
く
な
っ
た

「
伊
達
騒
動
」
か
ら
３
５
０

年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。

そ
の
節
目
を
記
念
し
て
、
現

代
の
涌
谷
町
の
礎
を
築
い
た

伊
達
安
芸
宗
重
を
特
集
し
ま

す
。
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「伊達騒動」を題材とする歌舞伎「伽
めいぼく

羅先
せんだい

代萩
はぎ

」の一場面「刃傷の場」

（左）短刀で切りかかろうと迫る原田甲斐（中）扇子一つで抗おうとする伊達安芸宗重（右）仙台藩安泰を告げるお墨付を

懐に入れて駆け付けた幕府の高官、板
いた

倉
くら

内
ない

膳
ぜん

正
のかみ

仙
台
藩
を
救
っ
た
伊
達
騒
動

　

万
治
３
年（
１
６
６
０
）に
、

幕
府
は
第
三
代
仙
台
藩
主
伊

達
綱つ

な

宗む
ね

に
対
し
突
然
隠
居
命

令
を
出
し
た
こ
と
で
、
幼
君

亀か
め

千ち

代よ

の
後こ

う

見け
ん

人に
ん

伊
達
兵ひ

ょ
う

部ぶ

宗む
ね

勝か
つ

が
独
裁
政
治
を
始
め

ま
す
。
次
第
に
多
く
の
家
臣

の
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
り
、

藩
内
は
大
き
く
動
揺
。
そ
の

よ
う
な
中
、
宗
重
は
自
身
に

起
こ
っ
た
谷
地
分
け
問
題
の

裁
定
を
兵
部
の
悪
政
の
材
料

と
し
て
立
ち
上
が
り
、
藩
政

の
安
泰
を
幕
府
に
上
訴
し
ま

し
た
。

　

寛
文
11
年（
１
６
７
１
）の

３
月
27
日
に
、
江
戸
の
大
老

酒さ
か
い
う
た
の
か
み

井
雅
楽
頭
邸
で
裁
決
が
下

さ
れ
る
直
前
、
兵
部
側
の
奉

行
原
田
甲
斐
の
凶
刃
に
倒
れ

ま
す
。
し
か
し
、
宗
重
の
思

い
は
幕
府
に
届
き
、
仙
台
藩

の
後こ

う

見け
ん

役や
く

に
よ
る
政
治
は
見

直
さ
れ
、
仙
台
藩
は
安
堵
と

な
り
ま
し
た
。
事
件
後
、
第

四
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱つ

な

村む
ら

は
、
宗
重
が
提
出
し
た
書
類

を
「
治ち

国こ
く

の
基も

と

」
と
し
て
た

た
え
て
い
ま
す
。
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仙
台
藩
の
た
め

生
死
を
賭
け
て
一
念
を
通
す

伊
達
安
芸
宗
重
公
の
事
績

　

宗
重
は
、１
６
１
５
年（
元

和
元
年
）に
誕
生
し
11
歳
の

と
き
、
家
督
が
亡
く
な
っ
た

多
賀
城
の
天
童
家
の
養
子
に

入
り
ま
す
。

　

元
服
後
の
天
童
家
へ
の
養

子
入
り
で
あ
っ
た
も
の
の
、

幼
い
宗
重
は
家
督
と
し
て
家

臣
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
新
田

開
発
を
進
め
る
な
ど
、
経
験

を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

１
６
３
９
年（
寛
永
16
年
）

に
、
宗
重
の
兄
・
宗む

ね

実ざ
ね

が
亡

く
な
っ
た
こ
と
で
、
涌
谷
へ

戻
り
、
父
・
定さ

だ

宗む
ね

と
と
も
に

新
田
開
発
や
涌
谷
宿
を
再
編

成
。
中
で
も
涌
谷
宿
の
再
編

成
で
は
、
元
々
桜
丁
や
田
沼

丁
、
立
丁
周
辺
に
あ
っ
た
商

人
町
を
新
町
・
本
町
に
移
し
、

江
合
川
舟
運
の
拠
点
で
あ
っ

た
川
原
町
と
集
約
。
こ
れ
は

商
人
町
を
侍
町
が
取
り
囲
む

仙
台
の
城
下
町
を
モ
デ
ル
に

し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
、
今

の
涌
谷
町
の
町
並
み
の
基
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
達
安
芸
宗
重
公
の
人
物
像

　

長
年
伊
達
安
芸
宗
重
公
に

つ
い
て
研
究
し
て
き
た
涌
谷

町
文
化
財
保
護
委
員
長
の
櫻

井
伸の

ぶ

孝よ
し

氏
に
よ
れ
ば
、
仙
台

藩
を
守
る
こ
と
に
命
を
賭
し

た
宗
重
は
、
気
概
や
企
画
力
、

統
率
力
、
情
報
収
集
・
管
理

力
、
気
配
り
に
優
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
貢
の
徴
収
権
を
認
め
た

土
地
の
境
界
争
い（
寛
文
９

年
１
６
６
９
年
）が
伊
達
騒

動
の
発
端
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
書
状

か
ら
伊
達
兵
部
の
悪
政
を
正

そ
う
と
す
る
意
志
が
見
て
と

れ
、
伊
達
家
直
系
で
は
な
い

宗
重
が
一
門
に
迫
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
仙
台
藩
の
縁
故

者
・
関
係
者
や
江
戸
幕
府
か

ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
役
人
と

懇
意
に
な
り
、
悪
政
を
訴
え

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
、
幕
府
の
審
問

に
向
け
、
２
６
０
人
の
家
臣

②

①
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忠
義
を
尽
く
し
た
館
主
の
事
績
を

今
に
伝
え
る
鐘

を
率
い
て
江
戸
に
円
滑
に
上

京
し
ま
す
。
そ
し
て
、
幕
府

に
訴
え
る
場
面
で
も
、
有
利

に
事
を
運
ぶ
た
め
、
相
手
を

見
極
め
て
行
動
し
、
仙
台
藩

を
危
機
か
ら
救
い
ま
し
た
。

　

事
件（
寛
文
11
年（
１
６
７

１
）３
月
）後
、
宗
重
は
江
戸

で
火
葬
さ
れ
、
翌
４
月
、
涌

谷
に
遺
骨
が
戻
り
ま
す
。

　

寛
文
12
年
に
は
、
そ
れ
ま

で
の
館
主
と
異
な
り
、
見
龍

寺
を
菩
提
寺
に
、
涌
谷
伊
達

家
墓
所
霊た

ま

屋や

・
見
龍
廟
が
建

て
ら
れ
、
そ
の
後
の
歴
代
館

主
の
墓
所
と
と
も
に
、
現
代

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

見
龍
廟
に
は
、
第
四
代
仙

台
藩
主
伊
達
綱
村
が
、
宗
重

を
顕
彰
し
た
書
「
尽
忠
」
の

額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
期
ま
で
ぶ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
人
柄
と
手
腕
は
、

藩
内
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸

幕
府
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の

弟
で
会
津
松
平
家
初
代
の
保ほ

科し
な

正ま
さ

之ゆ
き

な
ど
に
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

《写真解説》
①見龍廟内に安置されている宗重公坐像②仙台藩四代
藩主綱村公が16歳の時、宗重をたたえて書いた「尽忠
見龍院」の額。宗重公坐像の上部に掲げられている③
東日本大震災の時、墓所門前の壊れた石造五重塔を修
復する時に発見された宗重の遺灰が入った香炉④再編
された涌谷の本町・河原町周辺の絵図⑤箟峯寺へ宗重
と宗重の子・宗

むね

元
もと

によって寄進された「寛文の鐘」。後
世へ保存するため、令和2年にかけ替えが行われた⑥現
在の涌谷町を見守るように涌谷神社境内に立つ宗重の
胸像

⑤

⑥

③

④



《
写
真
解
説
》

①
美
し
い
花
々
も
卒
業
を
祝

し
て
い
る
か
の
よ
う
②
す
っ

か
り
着
慣
れ
た
制
服
に
身
を

包
み
笑
顔
で
入
場
③
３
年
間

の
成
果
が
こ
め
ら
れ
た
卒
業

証
書
④
気
後
れ
せ
ず
堂
々
と

卒
業
証
書
を
受
け
取
る（
以

上
涌
谷
中
学
校
）⑤
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
卒
業
証
書
を

受
け
取
る
と
き
以
外
は
マ
ス

ク
を（
月
将
館
小
学
校
）⑥
卒

業
証
書
を
受
け
取
る
姿
に
現

れ
る
凛
々
し
さ（
箟
岳
白
山

小
学
校
）⑦
壇
上
か
ら
伝
え

る
感
謝
と
別
れ
の
言
葉（
涌

谷
第
一
小
学
校
）⑧
晴
れ
の

舞
台
へ
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
颯
爽
と（
箟
岳
白
山
小
学

校
）⑨
修
了
証
書
を
携
え
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と

一
歩
一
歩
前
へ（
さ
く
ら
ん

ぼ
こ
ど
も
園
）⑩
日
頃
の
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
が
涙
と

と
も
に
あ
ふ
れ
出
す（
涌
谷

南
幼
稚
園
）⑪
小
学
校
へ
の

期
待
が
ふ
く
ら
み
歌
声
も
高

ら
か
に（
涌
谷
幼
稚
園
）⑫
恩

師
に
見
送
ら
れ
笑
顔
で
園
舎

を
巣
立
ち
ま
す（
の
の
だ
け

幼
稚
園
）

　令和となって初めての卒業の季節。
　新型コロナウイルスの影響により、出席
者が制限されるなど、異例の形で卒業式・
卒園式が執り行われましたが、子どもたち
は意気揚々と学び舎を巣立っていきました。

①

②

③

④
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⑤

⑦

⑨

⑪

⑩

⑫

⑥

⑧
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一般社団法人涌谷まちづくり推進機構が運営するゲストハウスが、
令和2年4月に開業します。
JR涌谷駅前にあったクリーニング店の建物をリノベーションした
宿泊もできる涌谷町に生まれた新たな観光拠点です。

andarmo（あんだあも）の由来
宮城県の方言の「あんだも（あなたも）」と「and（英）+armo」、音楽用語の「Andante」
を組み合わせた造語。「armo」はイタリアにある人口約100人の基礎自治体（コムーネ
comune）。「Andante」は音楽用語で歩くくらいの速度。それらを組み合わせて、「歩
くくらいの速さでゆっくりじっくり、小さなコミュニティを、あんだと一緒に作って、
涌谷（この地域）を活（い）きましょう」をテーマとしています。

③ ②
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